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(57)【要約】
【課題】　液晶表示装置の表示品位を向上させる。
【解決手段】　第１の領域には、第１のＴＦＴ素子、前
記第１のＴＦＴ素子のソースまたはドレインに接続され
た第１の電極、および前記第１の電極と対をなす第２の
電極が、それぞれ、第１の方向および第２の方向にマト
リクス状に配置された第１の回路が設けられ、前記第１
の領域の外側に位置する第２の領域には、複数個の第２
のＴＦＴ素子を有する第２の回路が設けられている表示
装置であって、前記マトリクス状に配置された複数個の
前記第２の電極は、前記第１の方向に沿って並んだ前記
第２の電極毎に共通化されており、前記共通化された前
記第２の電極は、それぞれ、前記複数本の共通電極用給
電配線のうちのいずれか１本と、前記絶縁基板の表面の
うちの前記第１の領域の外側であり、かつ、前記第２の
領域の外側に位置する第３の領域に設けられた第３のＴ
ＦＴ素子を介して接続している表示装置。
【選択図】　　　　図４（ｂ）
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　絶縁基板の表面上に複数本の走査信号線、複数本の映像信号線、複数個のＴＦＴ素子、
複数個の第１の電極、複数個の第２の電極、および複数本の共通電極用給電配線が設けら
れており、
　前記絶縁基板の表面のうちの第１の領域の上には、第１のＴＦＴ素子、前記第１のＴＦ
Ｔ素子のソースまたはドレインに接続された第１の電極、および前記第１の電極と対をな
す第２の電極が、それぞれ、第１の方向および第２の方向にマトリクス状に配置された第
１の回路が設けられ、
　前記絶縁基板の表面のうちの前記第１の領域の外側に位置する第２の領域の上には、複
数個の第２のＴＦＴ素子を有する第２の回路が設けられている表示装置であって、
　前記複数本の共通電極用給電配線は、前記第１の領域の外側に配置されており、
　前記マトリクス状に配置された複数個の前記第２の電極は、前記第１の領域の前記第１
の方向に沿って並んだ前記第２の電極毎に共通化されており、
　前記共通化された前記第２の電極は、それぞれ、前記複数本の共通電極用給電配線のう
ちのいずれか１本と、前記絶縁基板の表面のうちの前記第１の領域の外側であり、かつ、
前記第２の領域の外側に位置する第３の領域に設けられた第３のＴＦＴ素子を介して接続
していることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記複数本の走査信号線は、それぞれ、前記第１の領域を通る部分と、前記第１の領域
の外側を通る部分とを有し、
　前記複数本の走査信号線の前記第１の領域を通る部分は、それぞれ、前記第１の方向に
沿って延在しており、かつ、それぞれの走査信号線の前記第１の領域を通る部分は、前記
第２の方向に沿って並んでおり、
　前記共通化された前記第２の電極と前記共通電極用給電配線との間に介在する第３のＴ
ＦＴ素子は、ゲートが走査信号線に接続していることを特徴とする請求項１に記載の表示
装置。
【請求項３】
　１つの前記共通化された前記第２の電極のそれぞれと対をなす前記第１の電極に接続さ
れた前記第１のＴＦＴ素子のゲートは、同じ走査信号線に接続されており、
　前記第３のＴＦＴ素子のゲートは、当該第３のＴＦＴ素子に接続された前記第２の電極
と対をなす前記第１の電極に接続された前記第１のＴＦＴ素子のゲートと同じ走査信号線
に接続されていることを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記複数本の共通電極用給電配線は、第１の共通電極用給電配線と、第２の共通電極用
給電配線とを有し、
　前記第２の方向に沿って並んだ複数個の前記第２の電極は、前記第３のＴＦＴ素子を介
して前記第１の共通電極用給電配線に接続されている前記第２の電極と、前記第３のＴＦ
Ｔ素子を介して前記第２の共通電極用給電配線に接続されている前記第２の電極とが交互
に並んでいることを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記第１の共通電極用給電配線と前記第２の共通電極用給電配線とは、１フレーム期間
中に加わる電圧の電位が異なり、かつ、あらかじめ定められたフレーム期間毎に、前記第
１の共通電極用給電配線に加わる電圧の電位と、前記第２の共通電極用給電配線に加わる
電圧の電位とが入れ替わることを特徴とする請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記第２の回路は、前記複数本の映像信号線のそれぞれに加える映像信号が入力される
映像信号入力端子と、前記複数本の映像信号線との間に介在し、
　１つの前記映像信号入力端子は、前記複数本の映像信号線のうちのあらかじめ定められ
た本数の映像信号線のそれぞれと、前記第２のＴＦＴ素子を介して接続していることを特
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徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記マトリクス状に配置された複数個の前記第１のＴＦＴ素子は、それぞれ、ゲートが
１本の前記走査信号線に接続し、前記ドレインまたは前記ソースのうちの前記第１の電極
に接続していないほうが１本の前記映像信号線にしており、かつ、それぞれの前記第１の
ＴＦＴ素子の前記ゲートに接続している前記走査信号線と前記ドレインまたは前記ソース
に接続している前記映像信号線との組み合わせが異なり、
　前記第２の回路は、前記複数本の映像信号線のそれぞれに加える映像信号を生成する回
路を有することを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記第１のＴＦＴ素子は、半導体層の全部が非晶質半導体でなり、前記第２のＴＦＴ素
子および前記第３のＴＦＴ素子は、半導体層の一部分または全部が多結晶半導体でなるこ
とを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記第１のＴＦＴ素子は、半導体層の全部が非晶質半導体でなり、前記第２のＴＦＴ素
子および前記第３のＴＦＴ素子は、半導体層の一部分または全部がチャネル長方向と概ね
同じ方向に長く延びる帯状半導体単結晶の集合体でなることを特徴とする請求項１に記載
の表示装置。
【請求項１０】
　前記第１のＴＦＴ素子、前記第２のＴＦＴ素子、および前記第３のＴＦＴ素子は、それ
ぞれ、前記絶縁基板の前記表面上に、ゲート電極、ゲート絶縁膜、および前記半導体層が
この順序で積層されていることを特徴とする請求項８または請求項９に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記複数本の走査信号線、前記複数本の映像信号線、前記複数個のＴＦＴ素子、前記複
数個の第１の電極、前記複数個の第２の電極、および前記複数本の共通電極用給電配線が
設けられた前記絶縁基板は、一対の基板の間に液晶材料が封入された液晶表示パネルにお
ける前記一対の基板のうちの一方の基板であることを特徴とする請求項１に記載の表示装
置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に関し、特に、液晶表示パネルの表示領域の外側にＴＦＴ素子を有
する回路が配置されたＴＦＴ液晶表示装置に適用して有効な技術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、液晶表示装置は、一対の基板の間に液晶材料を封入した液晶表示パネルを有する
表示装置であり、たとえば、携帯電話端末やＰＤＡなどの携帯型電子機器の表示部、テレ
ビやＰＣ用のディスプレイなどに用いられている。
【０００３】
　携帯型電子機器の表示部などに用いられる液晶表示パネルは、アクティブマトリクス型
と呼ばれる駆動方法で映像や画像を表示する表示パネルであり、その表示領域は、アクテ
ィブ素子として用いるＴＦＴ素子、ＴＦＴ素子のソースに接続された第１の電極（以下、
画素電極という）、画素電極と対をなす第２の電極（以下、対向電極という）、および液
晶層を有する画素の集合で構成されている。
【０００４】
　また、アクティブマトリクス型の液晶表示パネルは、ＴＦＴ素子、画素電極、および対
向電極の他に、複数本の走査信号線、複数本の映像信号線、および複数本の共通電極用給
電配線なども設けられている。
【０００５】
　このとき、複数本の走査信号線は、それぞれ、表示領域を通る部分が第１の方向に延在
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しており、それぞれの走査信号線の表示領域を通る部分は、第２の方向に並んでいる。ま
たこのとき、複数本の映像信号線は、それぞれ、表示領域を通る部分が第２の方向に延在
しており、それぞれの映像信号線の表示領域を通る部分は、第１の方向に並んでいる。す
なわち、表示領域には、複数本の走査信号線と複数本の映像信号線とによる格子が形成さ
れている。そして、それぞれの画素のＴＦＴ素子は、当該格子の格子点（走査信号線と映
像信号線とが交差する位置）の近傍に配置されており、ゲートが１本の走査信号線に接続
し、ドレインが１本の映像信号線に接続している。またこのとき、それぞれの画素のＴＦ
Ｔ素子は、ゲートが接続している走査信号線とドレインが接続している映像信号線との組
み合わせが異なる。
【０００６】
　また、それぞれの画素の第２の電極は、表示領域の外側に設けられた共通電極用給電配
線に接続されている。
【０００７】
　液晶表示パネルを駆動させるときには、たとえば、外部から入力された信号に基づいて
、それぞれの画素の画素電極に加える映像信号（階調電圧）を生成し、生成した階調電圧
を所定の順序および所定のタイミングでそれぞれの映像信号線に加えるとともに、映像信
号線に加えた階調電圧を書き込む画素（画素電極）を選択する信号をそれぞれの走査信号
線に加える。このとき、それぞれの画素の対向電極には、共通電極用給電配線を介して共
通電位の電圧を加えておく。そして、画素電極に加えられた階調電圧と、対向電極に加え
られた電圧との電位差に応じて変化する電界の強さによって液晶層の液晶分子の向きを制
御することで、それぞれの画素における光の透過率または反射率を制御する。
【０００８】
　またこのとき、液晶表示パネルの駆動方法は、たとえば、液晶層の液晶分子を駆動させ
る電界の電気力線の向きによって、縦電界駆動方式と呼ばれる駆動方法と、横電界駆動方
式と呼ばれる駆動方法に大別される。縦電界駆動方式の液晶表示パネルは、一対の基板の
うちの一方の基板にＴＦＴ素子および画素電極を設け、他方の基板に対向電極を設けてい
る。横電界駆動方式の液晶表示パネルは、一対の基板のうちの一方の基板に、ＴＦＴ素子
、画素電極、および対向電極を設けている。
【０００９】
　また、液晶表示パネルの駆動方法は、たとえば、１フレーム期間における各画素の極性
の関係、すなわち、それぞれの画素の画素電極に加えられた階調電圧の電位と対向電極の
電位との関係で分類することある。液晶表示パネルの駆動方法を、１フレーム期間におけ
る各画素の極性の関係により分類する場合、その駆動方法には種々の方法があり、その１
つとして、ライン反転駆動と呼ばれる駆動方法がある。
【００１０】
　ライン反転駆動は、たとえば、１フレーム期間における各画素の極性の関係をみたとき
に、走査信号線の延在方向に沿って並んだ画素の極性は同じ極性であり、映像信号線の延
在方向で隣接する２つの画素の極性は反対の極性であるような駆動方法である。
【００１１】
　ライン反転駆動において、映像信号線の延在方向で隣接する２つの画素の極性が反対の
極性になるようにする方法としては、たとえば、当該２つの画素の対向電極の電位を等し
い電位に固定しておき、一方の画素の画素電極に加える階調電圧の電位を対向電極の電位
よりも高くし、他方の画素の画素電極に加える階調電圧の電位を対向電極の電位よりも低
くする方法がある。
【００１２】
　また、ライン反転駆動において、映像信号線の延在方向で隣接する２つの画素の極性が
反対の極性になるようにする方法としては、たとえば、コモン反転と呼ばれる駆動方法を
組み合わせる方法がある。コモン反転を組み合わせたライン反転駆動では、たとえば、対
向電極の電位として第１の電位と第２の電位の２つを用意し、映像信号線の延在方向で隣
接する２つの画素のうちの一方の画素の対向電極を第１の電位にし、他方の画素の対向電
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極を第２の電位にする。このようにコモン反転を組み合わせたライン反転駆動をさせる液
晶表示パネルは、１フレーム期間におけるすべての画素の対向電位の電極が等しいライン
反転駆動の液晶表示パネルに比べて、駆動電力を低減することができる。
【００１３】
　ところで、従来の液晶表示パネルは、映像信号線に加える映像信号を生成する駆動回路
や、走査信号線に加える走査信号を生成する駆動回路として、たとえば、それらの駆動回
路が形成されたチップ状の半導体装置（ドライバＩＣ）を用いていた。しかしながら、近
年の液晶表示パネルでは、たとえば、ＴＦＴ素子や画素電極などを有する基板に、それら
の駆動回路を内蔵させることもある。
【００１４】
　また、近年の液晶表示パネルでは、たとえば、一対の基板のうちの映像信号線を有する
基板に、１つの映像信号入力端子に入力された映像信号（階調信号）を、あらかじめ定め
られた本数の映像信号線に振り分けるためのスイッチ回路を内蔵させることもある。
【００１５】
　一対の基板のうちの、ＴＦＴ素子、画素電極、走査信号線、および映像信号線などを有
する基板に、駆動回路やスイッチ回路を内蔵させる場合、それらの回路は、表示領域の外
側に設けられる。このとき、駆動回路やスイッチ回路は、ＴＦＴ素子を有する回路である
。またこのとき、駆動回路やスイッチ回路は、高速で動作させる必要があるので、それら
の回路のＴＦＴ素子は、半導体層の一部または全部が多結晶シリコンなどの多結晶半導体
であることが望ましい。
【００１６】
　しかしながら、従来の液晶表示パネルにおける表示領域のＴＦＴ素子は、たとえば、半
導体層をアモルファスシリコンなどの非晶質半導体で形成することも多い。
【００１７】
　そのため、表示領域の外側に駆動回路やスイッチ回路を内蔵させた液晶表示パネルでは
、たとえば、表示領域のＴＦＴ素子は半導体層の全部をアモルファスシリコンで形成し、
表示領域の外側のＴＦＴ素子は半導体層の一部または全部を多結晶シリコンで形成する方
法が提案されている（たとえば、特許文献１を参照）。
【特許文献１】特開平５－５５５７０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　コモン反転を組み合わせたライン反転駆動で液晶表示パネルを駆動させる場合、当該液
晶表示パネルには、たとえば、第１の共通電極用給電配線および第２の共通電極用給電配
線を設け、映像信号線の延在方向に沿って並んだ画素についてみたときに、第１の共通電
極用給電配線に接続された対向電極を有する画素と、第２の共通電極用給電配線に接続さ
れた対向電極を有する画素とが交互に並ぶようにする。そして、１フレーム期間中、第１
の共通電極用給電配線には第１の電位の電圧を加え、第２の共通電極用給電配線には第２
の電位の電圧を加えることで、ライン反転駆動を実現させる。
【００１９】
　このとき、表示領域にマトリクス状に配置された複数の対向電極は、走査信号線の延在
方向に沿って並んだ画素の対向電極毎に共通化されており、たとえば、走査信号線の延在
方向に沿って長く延びる１つの帯状の電極を、それぞれの画素の画素電極と対向させるこ
とで、それぞれの画素の対向電極として機能させている。
【００２０】
　ところで、液晶表示パネルを駆動させるときには、通常、あらかじめ定められたフレー
ム期間毎（たとえば、１フレーム期間毎）に画素の極性を反転させるフレーム反転と呼ば
れる方法で駆動させる。そのため、コモン反転を組み合わせたライン反転駆動では、ある
フレーム期間に第１の電位だった対向電極の電位が、たとえば、次のフレーム期間では第
２の電位に変わる。
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【００２１】
　また、近年の液晶表示装置は、狭額縁化の要請が高まっており、表示領域の外側に配置
される第１の共通電極用給電配線および第２の共通電極用給電配線の数を少なくする傾向
がある。そのため、近年の液晶表示装置では、たとえば、１本の共通電極用給電配線に、
多数の共通化された対向電極が接続されている。
【００２２】
　このようなコモン反転を組み合わせたライン反転駆動で駆動させる従来の液晶表示装置
では、フレーム反転の際に、１本の共通電極用給電配線に接続されたすべての対向電極の
電位が別の電位に変わる。そのため、このような駆動方法の液晶表示装置では、たとえば
、あるフレーム期間の終了間際に階調電圧が加えられた画素電極を有する画素の対向電極
の電位が、次のフレーム期間の開始直後に別の電位に変わってしまう。またさらに、たと
えば、１本の共通電極用給電配線に接続されている複数の共通化された対向電極では、フ
レーム期間の開始時刻と画素電極に階調電圧が加えられる時刻との時間差が長くなるほど
、対向電極の電位が別の電位に変わるまでの時間が短くなる。そのため、このような駆動
方法の液晶表示装置では、縦方向のシェーディングが発生し、表示品位が低下するという
問題があった。
【００２３】
　またさらに、コモン反転を組み合わせたライン反転駆動で駆動させる従来の液晶表示装
置では、１本の共通電極用給電配線に多数の共通化された対向電極が接続されているので
、たとえば、第１の共通電極用給電配線に加える電圧を第１の電位から第２の電位に変え
るときの負荷容量が大きくなり、消費電力が増大するという問題があった。
【００２４】
　本発明の目的は、液晶表示装置の表示品位を向上させることが可能な技術を提供するこ
とにある。
【００２５】
　本発明の他の目的は、液晶表示装置の低消費電力化が可能な技術を提供することにある
。
【００２６】
　本発明の前記ならびにその他の目的と新規な特徴は、本明細書の記述および添付図面に
よって明らかになるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００２７】
　本願において開示される発明のうち、代表的なものの概略を説明すれば、以下の通りで
ある。
【００２８】
　（１）絶縁基板の表面上に複数本の走査信号線、複数本の映像信号線、複数個のＴＦＴ
素子、複数個の第１の電極、複数個の第２の電極、および複数本の共通電極用給電配線が
設けられており、前記絶縁基板の表面のうちの第１の領域の上には、第１のＴＦＴ素子、
前記第１のＴＦＴ素子のソースまたはドレインに接続された第１の電極、および前記第１
の電極と対をなす第２の電極が、それぞれ、第１の方向および第２の方向にマトリクス状
に配置された第１の回路が設けられ、前記絶縁基板の表面のうちの前記第１の領域の外側
に位置する第２の領域の上には、複数個の第２のＴＦＴ素子を有する第２の回路が設けら
れている表示装置であって、前記複数本の共通電極用給電配線は、前記第１の領域の外側
に配置されており、前記マトリクス状に配置された複数個の前記第２の電極は、前記第１
の領域の前記第１の方向に沿って並んだ前記第２の電極毎に共通化されており、前記共通
化された前記第２の電極は、それぞれ、前記複数本の共通電極用給電配線のうちのいずれ
か１本と、前記絶縁基板の表面のうちの前記第１の領域の外側であり、かつ、前記第２の
領域の外側に位置する第３の領域に設けられた第３のＴＦＴ素子を介して接続している表
示装置。
【００２９】
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　（２）前記（１）の表示装置において、前記複数本の走査信号線は、それぞれ、前記第
１の領域を通る部分と、前記第１の領域の外側を通る部分とを有し、前記複数本の走査信
号線の前記第１の領域を通る部分は、それぞれ、前記第１の方向に沿って延在しており、
かつ、それぞれの走査信号線の前記第１の領域を通る部分は、前記第２の方向に沿って並
んでおり、前記共通化された前記第２の電極と前記共通電極用給電配線との間に介在する
第３のＴＦＴ素子は、ゲートが走査信号線に接続している表示装置。
【００３０】
　（３）前記（２）の表示装置において、１つの前記共通化された前記第２の電極のそれ
ぞれと対をなす前記第１の電極に接続された前記第１のＴＦＴ素子のゲートは、同じ走査
信号線に接続されており、前記第３のＴＦＴ素子のゲートは、当該第３のＴＦＴ素子に接
続された前記第２の電極と対をなす前記第１の電極に接続された前記第１のＴＦＴ素子の
ゲートと同じ走査信号線に接続されている表示装置。
【００３１】
　（４）前記（１）の表示装置において、前記複数本の共通電極用給電配線は、第１の共
通電極用給電配線と、第２の共通電極用給電配線とを有し、前記第２の方向に沿って並ん
だ複数個の前記第２の電極は、前記第３のＴＦＴ素子を介して前記第１の共通電極用給電
配線に接続されている前記第２の電極と、前記第３のＴＦＴ素子を介して前記第２の共通
電極用給電配線に接続されている前記第２の電極とが交互に並んでいる表示装置。
【００３２】
　（５）前記（４）の表示装置において、前記第１の共通電極用給電配線と前記第２の共
通電極用給電配線とは、１フレーム期間中に加わる電圧の電位が異なり、かつ、あらかじ
め定められたフレーム期間毎に、前記第１の共通電極用給電配線に加わる電圧の電位と、
前記第２の共通電極用給電配線に加わる電圧の電位とが入れ替わる表示装置。
【００３３】
　（６）前記（１）の表示装置において、前記第２の回路は、前記複数本の映像信号線の
それぞれに加える映像信号が入力される映像信号入力端子と、前記複数本の映像信号線と
の間に介在し、１つの前記映像信号入力端子は、前記複数本の映像信号線のうちのあらか
じめ定められた本数の映像信号線のそれぞれと、前記第２のＴＦＴ素子を介して接続して
いる表示装置。
【００３４】
　（７）前記（１）の表示装置において、前記マトリクス状に配置された複数個の前記第
１のＴＦＴ素子は、それぞれ、ゲートが１本の前記走査信号線に接続し、前記ドレインま
たは前記ソースのうちの前記第１の電極に接続していないほうが１本の前記映像信号線に
しており、かつ、それぞれの前記第１のＴＦＴ素子の前記ゲートに接続している前記走査
信号線と前記ドレインまたは前記ソースに接続している前記映像信号線との組み合わせが
異なり、前記第２の回路は、前記複数本の映像信号線のそれぞれに加える映像信号を生成
する回路を有する表示装置。
【００３５】
　（８）前記（１）の表示装置において、前記第１のＴＦＴ素子は、半導体層の全部が非
晶質半導体でなり、前記第２のＴＦＴ素子および前記第３のＴＦＴ素子は、半導体層の一
部分または全部が多結晶半導体でなる表示装置。
【００３６】
　（９）前記（１）の表示装置において、前記第１のＴＦＴ素子は、半導体層の全部が非
晶質半導体でなり、前記第２のＴＦＴ素子および前記第３のＴＦＴ素子は、半導体層の一
部分または全部がチャネル長方向と概ね同じ方向に長く延びる帯状半導体単結晶の集合体
でなる表示装置。
【００３７】
　（１０）前記（８）または（９）の表示装置において、前記第１のＴＦＴ素子、前記第
２のＴＦＴ素子、および前記第３のＴＦＴ素子は、それぞれ、前記絶縁基板の前記表面上
に、ゲート電極、ゲート絶縁膜、および前記半導体層がこの順序で積層されている表示装
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置。
【００３８】
　（１１）前記（１）の表示装置において、前記複数本の走査信号線、前記複数本の映像
信号線、前記複数個のＴＦＴ素子、前記複数個の第１の電極、前記複数個の第２の電極、
および前記複数本の共通電極用給電配線が設けられた前記絶縁基板は、一対の基板の間に
液晶材料が封入された液晶表示パネルにおける前記一対の基板のうちの一方の基板である
表示装置。
【発明の効果】
【００３９】
　本発明によれば、コモン反転を組み合わせたライン反転駆動で駆動させる表示装置の表
示品位を向上させることができる。また、本発明によれば、コモン反転を組み合わせたラ
イン反転駆動で駆動させる表示装置の消費電力を低減させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４０】
　以下、本発明について、図面を参照して実施の形態（実施例）とともに詳細に説明する
。
  なお、実施例を説明するための全図において、同一機能を有するものは、同一符号を付
け、その繰り返しの説明は省略する。
【００４１】
　図１（ａ）乃至図１（ｄ）は、本発明に関連する従来の液晶表示装置の概略構成の一例
を示す模式図である。
  図１（ａ）は、従来の液晶表示装置における液晶表示パネルの概略構成の一例を示す模
式平面図である。図１（ｂ）は、液晶表示パネルにおける１つの画素の回路構成の一例を
示す模式回路図である。図１（ｃ）は、液晶表示パネルにおける１つの画素の回路構成を
別の形式で示す模式回路図である。図１（ｄ）は、図１（ａ）に示した液晶表示パネルに
おける表示領域および映像信号線選択回路の回路構成の一例を示す模式回路図である。
【００４２】
　本発明は、たとえば、コモン反転を組み合わせたライン反転駆動で駆動させる液晶表示
装置の液晶表示パネルに適用される。このとき、液晶表示パネルは、たとえば、図１（ａ
）に示すような構成になっている。なお、液晶表示装置は、液晶表示パネルの他にも、た
とえば、バックライトなどの複数の部品を有するが、本発明は、液晶表示パネルの構成に
関するものであるため、他の部品の説明については省略する。
【００４３】
　液晶表示パネルは、第１の基板１および第２の基板２の一対の基板の間に液晶材料（図
示しない）を封入した表示パネルであり、複数本の走査信号線ＧＬ、複数本の映像信号線
ＤＬ、第１の共通電極用給電配線ＣＢ１、第２の共通電極用給電配線ＣＢ２、複数本の共
通化配線ＣＬ、複数本の映像信号入力線ＤＴＬ、映像信号線選択回路３、および駆動信号
入力線４などを有する。このとき、複数本の走査信号線ＧＬ、複数本の映像信号線ＤＬ、
第１の共通電極用給電配線ＣＢ１、第２の共通電極用給電配線ＣＢ２、複数本の共通化配
線ＣＬ、複数本の映像信号入力線ＤＴＬ、映像信号線選択回路３、および駆動信号入力線
４は、たとえば、第１の基板１に設けられている。またこのとき、第１の基板１は、第２
の基板２よりも面積が広く、第２の基板２と重なっていない領域に、たとえば、液晶表示
パネルを駆動させるためのＩＣチップ５が実装されている。
【００４４】
　複数本の走査信号線ＧＬは、それぞれ、一方の端部がＩＣチップ５に接続しており、か
つ、表示領域ＤＡを通る部分と、表示領域ＤＡの外側を通る部分とを有する。このとき、
それぞれの走査信号線ＧＬの表示領域ＤＡを通る部分は、第１の方向（以下、ｘ方向とい
う）に延在している。またこのとき、それぞれの走査信号線ＧＬの表示領域ＤＡを通る部
分は、第２の方向（以下、ｙ方向という）に並んでいる。またさらに、図１（ａ）では一
部を省略しているが、第１の基板１には、さらに多数のＭ本の走査信号線ＧＬが設けられ
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ている。以下の説明において、Ｍ本の走査信号線ＧＬを区別する必要がある場合は、添え
字ｍを付し、走査信号線ＧＬｍ（ｍは１，２，３，・・・，Ｍのうちのいずれかの整数）
と記載する。また、走査信号線ＧＬｍは、表示領域ＤＡの上端側から、ＧＬ１，ＧＬ２，
・・・，ＧＬＭの順に並んでおり、走査信号線ＧＬＭの下側にはダミーの走査信号線ＧＬ

Ｍ＋１が配置されているとする。
【００４５】
　複数本の映像信号線ＤＬは、それぞれ、一方の端部が映像信号線選択回路３に接続して
おり、かつ、表示領域ＤＡを通る部分と、表示領域ＤＡの外側を通る部分とを有する。こ
のとき、それぞれの映像信号線ＤＬの表示領域ＤＡを通る部分は、ｙ方向に延在している
。またこのとき、それぞれの映像信号線ＤＬの表示領域ＤＡを通る部分は、ｘ方向に並ん
でいる。またさらに、図１（ａ）では一部を省略しているが、第１の基板１には、さらに
多数の３Ｎ本の映像信号線ＤＬが設けられている。以下の説明において、３Ｎ本の映像信
号線ＤＬを区別する必要がある場合は、添え字ｎを付し、映像信号線ＤＬｎ（ｎは１，２
，３，・・・，３Ｎのうちのいずれかの整数）と記載する。また、映像信号線ＤＬｎは、
表示領域ＤＡの左端側から、ＤＬ１，ＤＬ２，・・・，ＤＬ３Ｎの順に並んでおり、映像
信号線ＤＬ３Ｎの右側にはダミーの映像信号線ＤＬ３Ｎ＋１が配置されているとする。
【００４６】
　複数本の共通化配線ＣＬは、それぞれ、ｘ方向に延在しており、表示領域ＤＡの外側に
設けられた第１の共通電極用給電配線ＣＢ１または第２の共通電極用給電配線ＣＢ２に接
続している。このとき、それぞれの共通化配線ＣＬは、ｙ方向に並んでおり、かつ、第１
の共通電極用給電配線ＣＢ１に接続している共通化配線ＣＬと、第２の共通電極用給電配
線ＣＢ２に接続している共通化配線ＣＬとが交互に並んでいる。またさらに、図１（ａ）
では一部を省略しているが、第１の基板１には、たとえば、Ｍ本の共通化配線ＣＬが設け
られており、隣接する２本の共通化配線ＣＬの間には、１本の走査信号線ＧＬが通ってい
る。以下の説明において、Ｍ本の共通化配線ＣＬを区別する必要がある場合は、添え字ｍ
を付し、共通化配線ＣＬｍ（ｍは１，２，３，・・・，Ｍのうちのいずれかの整数）と記
載する。また、共通化配線ＣＬｍは、表示領域ＤＡの上端側から、ＣＬ１，ＣＬ２，・・
・，ＣＬＭの順に並んでいるとする。
【００４７】
　なお、図１（ａ）に示した例では、第１の基板１に、２本の第１の共通電極用給電配線
ＣＢ１および２本の第２の共通電極用給電配線ＣＢ２を設けているが、これに限らず、１
本ずつであってもよいことはもちろんである。
【００４８】
　このような構成の液晶表示パネルの表示領域ＤＡは、ｘ方向およびｙ方向にマトリクス
状に配置された多数の画素の集合で設定されている。このとき、表示領域ＤＡにおいて１
つの画素が占有する領域は、たとえば、隣接する２本の走査信号線ＧＬｍ，ＧＬｍ＋１（
ｍは１，２，３，・・・，Ｍのうちのいずれかの整数）と隣接する２本の映像信号線ＤＬ

ｎ，ＤＬｎ＋１（ｎは１，２，３，・・・，３Ｎのうちのいずれかの整数）とで囲まれる
領域に相当する。またこのとき、１つの画素は、たとえば、図１（ｂ）に示すように、第
１のＴＦＴ素子Ｔｒ１、第１のＴＦＴ素子Ｔｒ１のソースに接続された第１の電極ＰＸ（
以下、画素電極という）、および画素電極ＰＸと対をなす第２の電極ＣＴ（以下、対向電
極という）を有する。すなわち、表示領域ＤＡには、第１のＴＦＴ素子Ｔｒ１、画素電極
ＰＸ、および対向電極ＣＴが、それぞれ、ｘ方向およびｙ方向にマトリクス状に配置され
ている。このとき、マトリクス状に配置された第１のＴＦＴ素子Ｔｒ１は、それぞれ、走
査信号線ＧＬｍと映像信号線ＤＬｎとが交差する位置の近傍に配置されており、ゲートが
１本の走査信号線ＧＬｍに接続し、ドレインが１本の映像信号線ＤＬｎに接続している。
またこのとき、それぞれの第１のＴＦＴ素子Ｔｒ１は、ゲートが接続している走査信号線
ＧＬとドレインが接続している映像信号線ＤＬとの組み合わせが異なるのは言うまでもな
い。
【００４９】
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　また、マトリクス状に配置された対向電極ＣＴは、それぞれ、１本の共通化配線ＣＬｍ

に接続している。このとき、マトリクス状に配置された対向電極ＣＴのうちの、ｘ方向に
沿って並んだ対向電極ＣＴは、１本の共通化配線ＣＬｍにより共通化されている。
【００５０】
　またさらに、１つの画素は、たとえば、画素電極ＰＸ、対向電極ＣＴ、および液晶材料
により形成される画素容量ＣＬＣ（液晶容量と呼ぶこともある）と、画素電極ＰＸ、対向
電極ＣＴ、および第１の基板１に形成された絶縁層により形成される保持容量ＣＳＴＧ（
補助容量または蓄積容量と呼ぶこともある）とを有する。なお、近年の液晶表示パネルに
は、保持容量ＣＳＴＧを設けてないものもある。
【００５１】
　また、図１（ｂ）に示した例では、第１のＴＦＴ素子Ｔｒ１のゲートが、隣接する２本
の走査信号線ＧＬｍ，ＧＬｍ＋１のうちの上側の走査信号線ＧＬｍに接続しているが、こ
れに限らず、下側の走査信号線ＧＬｍ＋１に接続されていてもよいことは言うまでもない
。ただし、この場合、隣接する２本の走査信号線ＧＬｍ，ＧＬｍ＋１の間には、共通化配
線ＣＬｍ＋１が通るので、当該第１のＴＦＴ素子Ｔｒ１を有する画素の対向電極ＣＴは、
共通化配線ＣＬｍ＋１により共通化される。
【００５２】
　また、図１（ｂ）に示した例では、第１のＴＦＴ素子Ｔｒ１のドレインが、隣接する２
本の映像信号線ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１のうちの左側の映像信号線ＤＬｎに接続しているが、
これに限らず、右側の映像信号線ＤＬｎ＋１に接続されていてもよいことは言うまでもな
い。
【００５３】
　ところで、液晶表示パネルにおける１つの画素の回路構成を図示するときには、たとえ
ば、図１（ｃ）に示すように、１つの画素が有する第１のＴＦＴ素子Ｔｒ１および画素電
極ＰＸのみを示すことがある。このように、１つの画素の回路構成を第１のＴＦＴ素子Ｔ
ｒ１および画素電極ＰＸのみで示した場合、表示領域ＤＡの回路構成は、たとえば、図１
（ｄ）に示すような構成になっている。なお、図１（ｄ）において、それぞれの画素の画
素電極ＰＸに示したＲｍ，ｎ、Ｇｍ，ｎ、およびＢｍ，ｎ（ｍ＝１，２，３，４、ｎ＝１
，２，Ｎ）は、それぞれの画素電極ＰＸに加えられる映像信号（階調電圧）である。
【００５４】
　液晶表示パネルが、たとえば、ＲＧＢ方式のカラー表示に対応している場合、図１（ｂ
）および図１（ｃ）に示した１つの画素は、サブ画素と呼ばれる画素であり、赤色フィル
タを有する画素、緑色フィルタを有する画素、および青色フィルタを有する画素の３つの
画素で映像または画像の１ドットの色を表現する。このとき、１ドットの色は、添え字ｍ
，ｎの組み合わせが同じ映像信号Ｒｍ，ｎ，Ｇｍ，ｎ，Ｂｍ，ｎ（たとえば、映像信号Ｒ

１，１，Ｇ１，１，Ｂ１，１）のそれぞれが加えられる画素電極ＰＸを有する３つの画素
により表現する。
【００５５】
　またこのとき、ｘ方向に並んだ複数本の映像信号線ＤＬは、たとえば、隣接する３本の
映像信号線ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１，ＤＬｎ＋２（ｎは１，２，３，・・・，３Ｎのうちの３
の倍数から２を減じた整数）毎に分けられており、１組の映像信号線（３本の映像信号線
）は、映像信号線選択回路３を介して、Ｎ本の映像信号入力線ＤＴＬｊ（ｊは１，２，３
，・・・，Ｎのうちのいずれかの整数）のうちの１本、すなわち、Ｎ個の映像信号入力端
子ＤＴｊのうちの１つに接続されている。映像信号線選択回路３は、たとえば、図１（ｄ
）に示すように、それぞれの映像信号線ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１，ＤＬｎ＋２と映像信号入力
端子ＤＴｊとの間に介在する第２のＴＦＴ素子Ｔｒ２と、第２のＴＦＴ素子Ｔｒ２のゲー
トに接続される３本の選択信号線ＤＳ１，ＤＳ２，ＤＳ３を有する。このとき、１組の映
像信号線ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１，ＤＬｎ＋２のそれぞれに接続している３つの第２のＴＦＴ
素子Ｔｒ２のゲートは、それぞれ、異なる選択信号線ＤＳ１，ＤＳ２，ＤＳ３に接続され
ている。
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【００５６】
　図２は、図１（ｄ）に示した構成の液晶表示パネルの駆動方法の一例を示すタイミング
チャート図である。
【００５７】
　図１（ｄ）に示した構成の液晶表示パネルを駆動させるときには、映像信号入力端子Ｄ
Ｔｊ、走査信号線ＧＬｍ、選択信号線ＤＳ１，ＤＳ２，ＤＳ３のそれぞれに加える信号を
、たとえば、図２に示すようなタイミングで切替制御する。
【００５８】
　それぞれの走査信号線ＧＬｍに加える走査信号は、それぞれの映像信号線ＤＬｎに加え
られた映像信号を加える（書き込む）画素電極ＰＸを選択する信号である。このとき、そ
れぞれの走査信号線ＧＬｍに加わる走査信号は、１フレーム期間を１周期とする信号であ
り、たとえば、１フレーム期間（たとえば、フレーム期間ＦＬＰｉ＋１）が始まってから
ｍ番目のライン選択期間ＧＳＰｍだけ電圧がＨレベルであり、他の期間は電圧がＬレベル
であるような信号である。なお、１ライン選択期間は、１フレーム期間を走査信号線ＧＬ
の本数Ｍで除した期間である。またＨレベルの電圧は、第１のＴＦＴ素子Ｔｒ１がオンに
なる電圧であり、Ｌレベルの電圧は、第１のＴＦＴ素子Ｔｒ１がオフになる電圧である。
【００５９】
　また、映像信号線選択回路３の選択信号線ＤＳ１，ＤＳ２，ＤＳ３に加わる選択信号は
、映像信号入力端子ＤＴｊに加えられた映像信号（階調電圧）を伝送する映像信号線ＤＬ
を選択する信号である。このとき、それぞれの選択信号線ＤＳ１，ＤＳ２，ＤＳ３に加わ
る選択信号は、たとえば、１ライン選択期間を１周期とする信号であり、１ライン選択期
間を１組の映像信号線の本数で除した選択期間だけ電圧がＨレベルであり、他の期間は電
圧がＬレベルであるような信号である。またこのとき、それぞれの選択信号線ＤＳ１，Ｄ
Ｓ２，ＤＳ３に加わる選択信号は、たとえば、選択信号線ＤＳ１，ＤＳ２，ＤＳ３のうち
の１本の選択信号線に加わる選択信号の電圧がＨレベルであるときに、他の２本の選択信
号線に加わる選択信号の電圧がＬレベルになるようにする。なお、Ｈレベルの電圧は、第
２のＴＦＴ素子Ｔｒ２がオンになる電圧であり、Ｌレベルの電圧は、第２のＴＦＴ素子Ｔ
ｒ２がオフになる電圧である。
【００６０】
　また、１つの映像信号入力端子ＤＴ１には、第２のＴＦＴ素子Ｔｒ２を介して当該映像
信号入力端子ＤＴ１に接続されている３本の映像信号線ＤＬ１，ＤＬ２，ＤＬ３に対して
加える映像信号Ｒｍ，１，Ｇｍ，１，Ｂｍ，１を加える。このとき、たとえば、１ライン
選択期間中、映像信号入力端子ＤＴ１と映像信号線ＤＬ１，ＤＬ２，ＤＬ３は、この順番
で接続される。そのため、映像信号入力端子ＤＴ１に、図２に示したような順番で映像信
号Ｒｍ，１，Ｇｍ，１，Ｂｍ，１を加えると、映像信号Ｒｍ，１は映像信号線ＤＬ１に、
映像信号Ｇｍ，１は映像信号線ＤＬ２に、映像信号Ｂｍ，１は映像信号線ＤＬ３に、それ
ぞれ伝送される（振り分けられる）。同様に、映像信号入力端子ＤＴ２に、図２に示した
ような順番で映像信号Ｒｍ，２，Ｇｍ，２，Ｂｍ，２を加えると、映像信号Ｒｍ，２は映
像信号線ＤＬ４に、映像信号Ｇｍ，２は映像信号線ＤＬ５に、映像信号Ｂｍ，２は映像信
号線ＤＬ６に、それぞれ伝送される（振り分けられる）。このようにすることで、それぞ
れの画素の画素電極ＰＸに加えられる映像信号が、図１（ｄ）に示したようになる。なお
、図１（ｄ）および図２では省略しているが、映像信号入力端子ＤＴｊ（ｊは３，４，５
，・・・，Ｎのうちいずれかの整数）のそれぞれについても、同じように映像信号を加え
る。
【００６１】
　また、詳細な説明は省略するが、図２に示したような制御は、たとえば、第１の基板１
に搭載されたＩＣチップ５で行う。
【００６２】
　このように、映像信号線選択回路３を設けると、映像信号入力端子ＤＴの数を、映像信
号線ＤＬの数よりも少なくすることができるので、たとえば、ＩＣチップ５の映像信号出
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力端子の数を減らすことができる。
【００６３】
　なお、図２に示したそれぞれの信号の入力タイミングおよび切替タイミングは、一例で
あり、それぞれの信号の入力タイミングおよび切替タイミングは、適宜変更可能であるこ
とはもちろんである。すなわち、実際に液晶表示パネルを駆動させるときには、図２に示
した例と同様の方法により、１フレーム期間にすべての画素電極ＰＸに所定の映像信号（
階調電圧）を加えられればよい。
【００６４】
　図３（ａ）および図３（ｂ）は、図１（ｄ）に示した構成の液晶表示パネルの駆動方法
の一例とその問題点を説明するための模式図である。
  図３（ａ）は、図１（ｄ）に示した構成の液晶表示パネルをライン反転駆動させる場合
の画素の極性を示す模式回路図である。図３（ｂ）は、図１（ｄ）に示した構成の液晶表
示パネルをライン反転駆動させる場合の各信号の入力タイミングおよび切替タイミングの
一例を示すタイミングチャート図である。
【００６５】
　液晶表示パネルの駆動方法には、たとえば、ライン反転駆動と呼ばれる駆動方法がある
。ライン反転駆動は、１フレーム期間における各画素の極性をみたときに、たとえば、図
３（ａ）に示すように、走査信号線ＧＬの延在方向（ｘ方向）に並んだ画素はすべて同じ
極性であり、映像信号線ＤＬの延在方向（ｙ方向）で隣接する２つの画素は反対の極性で
あるような駆動方法である。なお、図３（ａ）において、各画素の極性は、それぞれの画
素電極ＰＸに付した＋または－の記号で示しており、＋が正極性、－が負極性を意味して
いる。正極性は、対向電極ＣＴの電圧と同じ電位またはそれより高い電位の階調電圧を画
素電極ＰＸに加えて階調を表現する場合の画素の極性であり、負極性は、対向電極ＣＴの
電圧と同じ電位またはそれより低い電位の階調電圧を画素電極ＰＸに加えて階調を表現す
る場合の画素の極性である。
【００６６】
　従来の一般的な液晶表示パネルをライン反転駆動させる場合、たとえば、すべての画素
の対向電極ＣＴの電位を等しくしていることが多い。これに対し、図１（ａ）および図１
（ｄ）に示したような構成の液晶表示パネルは、コモン反転と呼ばれる駆動方法を組み合
わせて、ライン反転駆動させることが可能である。
【００６７】
　コモン反転を組み合わせたライン反転駆動の場合、たとえば、対向電極ＣＴに加える電
圧として、第１の電位Ｖｃ１の電圧と、第２の電位Ｖｃ２の電圧の２種類の電圧を用いる
。そして、１フレーム期間中、たとえば、第１の共通電極用給電配線ＣＢ１には第１の電
位Ｖｃ１の電圧を加え、第２の共通電極用給電配線ＣＢ２には第２の電位Ｖｃ２の電圧を
加える。このとき、第１の電位Ｖｃ１が第２の電位Ｖｃ２よりも低いとすると、第１の共
通電極用給電配線ＣＢ１に接続された対向電極ＣＴを有する画素の画素電極ＰＸには、第
１の電位Ｖｃ１と同じ電位またはそれより高い電位の階調電圧を加えて階調を表現する。
またこのとき、第２の共通電極用給電配線ＣＢ２に接続された対向電極ＣＴを有する画素
の画素電極ＰＸには、第２の電位Ｖｃ２と同じ電位またはそれより低い電位の階調電圧を
加えて階調を表現する。画素の極性は、当該画素の対向電極ＣＴの電位と画素電極ＰＸの
電位との関係で決まる。そのため、第１の共通電極用給電配線ＣＢ１に接続された対向電
極ＣＴを有する画素は正極性になり、第２の共通電極用給電配線ＣＢ２に接続された対向
電極ＣＴを有する画素は負極性になる。したがって、図３（ａ）に示した例と同じライン
反転駆動が実現される。
【００６８】
　またこのとき、たとえば、次のフレーム期間は、第１の共通電極用給電配線ＣＢ１に第
２の電位Ｖｃ２の電圧を加え、第２の共通電極用給電配線ＣＢ２には第１の電位Ｖｃ１の
電圧を加え、上記のような方法で各画素の画素電極ＰＸに階調電圧を加えれば、各画素の
極性が、図３（ａ）に示した例と反対の関係になる。
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【００６９】
　しかしながら、図１（ａ）および図１（ｄ）に示したような構成の液晶表示パネルにお
いて、コモン反転を組み合わせたライン反転駆動をする場合、映像信号入力端子ＤＴｊ、
走査信号線ＧＬｍ、選択信号線ＤＳ１，ＤＳ２，ＤＳ３、第１の共通電極用給電配線ＣＢ
１、および第２の共通電極用給電配線ＣＢ２のそれぞれに加える信号または電圧を、たと
えば、図３（ｂ）に示すようなタイミングで切替制御する。
【００７０】
　すなわち、第１の共通電極用給電配線ＣＢ１に加える電圧は、フレーム期間ＦＬＰｉに
おける電位が第２の電位Ｖｃ２であるとすると、フレーム期間ＦＬＰｉ＋１の開始時に、
第２の電位Ｖｃ２から第１の電位Ｖｃ１に切り替わる。このとき、第２の共通電極用給電
配線ＣＢ２に加える電圧は、フレーム期間ＦＬＰｉにおける電位が第１の電位Ｖｃ１であ
り、たとえば、フレーム期間ＦＬＰｉ＋１が開始してから１ライン選択期間が経過したと
き（ライン選択期間ＧＳＰ２の開始時）に、第１の電位Ｖｃ１から第２の電位Ｖｃ２に切
り替わる。
【００７１】
　またこのとき、複数本の共通化配線ＣＬｍにおいて、添え字ｍが奇数の共通化配線ＣＬ

ｍ＝ｏｄｄは第１の共通電極用給電配線ＣＢ１に接続されているので、共通化配線ＣＬｍ

＝ｏｄｄの電位は、フレーム期間ＦＬＰｉの開始時に、同時に第２の電位Ｖｃ２から第１
の電位Ｖｃ１に切り替わる。同様に、添え字ｍが偶数の共通化配線ＣＬｍ＝ｅｖｅｎは第
２の共通電極用給電配線ＣＢ２に接続されているので、共通化配線ＣＬｍ＝ｅｖｅｎの電
位は、フレーム期間ＦＬＰｉ＋１が開始してから１ライン選択期間が経過したとき（ライ
ン選択期間ＧＳＰ２の開始時）に、第１の電位Ｖｃ１から第２の電位Ｖｃ２に切り替わる
。
【００７２】
　したがって、走査信号線ＧＬ（共通化配線ＣＬ）の数Ｍが偶数であるとすると、前のフ
レーム期間ＦＬＰｉにおける最後のライン選択期間ＧＳＰＭに階調電圧が加えられる画素
は、対向電極ＣＴが第１の電位Ｖｃ１であり、フレーム期間ＦＬＰｉにおける当該画素の
極性は、正極性である。
【００７３】
　しかしながら、それらの画素の対向電極ＣＴの電位は、図３（ｂ）に示したように、次
のフレーム期間ＦＬＰｉ＋１が開始してから１ライン選択期間が経過したとき（ライン選
択期間ＧＳＰ２の開始時）に、第１の電位Ｖｃ１から第２の電位Ｖｃ２に変化してしまい
、液晶層に加わる電界が変化してしまう。
【００７４】
　また、このような現象は、前のフレーム期間ＦＬＰｉにおける最後のライン選択期間Ｇ
ＳＰＭに階調電圧が加えられる画素に限らず、たとえば、１フレーム期間の開始時刻と画
素電極ＰＸに階調電圧が加えられる時刻との時間差が長い画素ほど、対向電極ＣＴの電位
が別の電位に変わるまでの時間が短くなる。そのため、このような駆動方法の液晶表示装
置では、縦方向のシェーディングが発生し、表示品位が低下するという問題があった。
【００７５】
　またさらに、コモン反転を組み合わせたライン反転駆動で駆動させる従来の液晶表示装
置では、１本の共通電極用給電配線、たとえば、第１の共通電極用給電配線ＣＢ１に多数
の共通化された対向電極ＣＴが接続されている。そのため、このような液晶表示装置では
、第１の共通電極用給電配線ＣＢ１に加える電圧を第１の電位Ｖｃ１から第２の電位Ｖｃ
２に切り替えるとき、および第２の電位Ｖｃ２から第１の電位Ｖｃ１に切り替えるときの
負荷容量が大きくなる。また、このようなことは、第２の共通電極用給電配線ＣＢ２に加
える電圧を第２の電位Ｖｃ２から第１の電位Ｖｃ１に切り替えるとき、および第１の電位
Ｖｃ１から第２の電位Ｖｃ２に切り替えるときにも言える。そのため、このような方法で
駆動させる従来の液晶表示装置では、対向電極ＣＴの電位を切り替える（反転させる）と
きの負荷容量が大きくなり、消費電力が増大するという問題があった。
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【実施例】
【００７６】
　図４（ａ）および図４（ｂ）は、本発明による一実施例の液晶表示装置の概略構成の一
例を示す模式図である。
  図４（ａ）は、本実施例の液晶表示装置における液晶表示パネルの概略構成の一例を示
す模式平面図である。図４（ｂ）は、図４（ａ）に示した液晶表示パネルにおける対向電
極選択回路の回路構成の一例を示す模式回路図である。
【００７７】
　本実施例の液晶表示装置は、たとえば、図４（ａ）に示すような構成の液晶表示パネル
を有する。なお、図４（ａ）に示した液晶表示パネルの構成は、表示領域ＤＡの外側に対
向電極選択回路６を設けた点以外は、図１（ａ）乃至図１（ｄ）に示した液晶表示パネル
の構成と基本的に同じである。そのため、本実施例では、図１（ａ）乃至図１（ｄ）に示
した液晶表示パネルと同じ構成である部分についての説明は省略する。
【００７８】
　本実施例の液晶表示パネルは、第１の基板１の表示領域ＤＡの外側に、２つの対向電極
選択回路６が設けられている。対向電極選択回路６は、１フレーム期間のそれぞれのライ
ン選択期間において、第１の共通電極用給電配線ＣＢ１または第２の共通電極用給電配線
と接続する共通化配線ＣＬ（対向電極ＣＴ）を選択する回路である。このとき、表示領域
ＤＡの外側に配置された２つの対向電極選択回路６のうちの、表示領域ＤＡの左側に配置
された対向電極選択回路６は、表示領域ＤＡの上半分にある共通化配線ＣＬを選択する回
路である。また、表示領域ＤＡの右側に配置された対向電極選択回路６は、表示領域ＤＡ
の下半分にある共通化配線ＣＬを選択する回路である。
【００７９】
　このとき、表示領域ＤＡの右側に配置された対向電極選択回路６は、その一部が、たと
えば、図４（ｂ）に示すような構成になっている。図４（ｂ）に示した４本の共通化配線
ＣＬｍ－１，ＣＬｍ，ＣＬｍ＋１，ＣＬｍ＋２は、それぞれ、第３のＴＦＴ素子Ｔｒ３を
介して第１の共通電極用給電配線ＣＢ１または第２の共通電極用給電配線ＣＢ２に接続し
ている。また、図示は省略するが、表示領域ＤＡの下半分にあるすべての共通化配線ＣＬ
は、それぞれ、第３のＴＦＴ素子Ｔｒ３を介して第１の共通電極用給電配線ＣＢ１または
第２の共通電極用給電配線ＣＢ２に接続している。またこのとき、表示領域ＤＡのｙ方向
には、第１の共通電極用給電配線ＣＢ１に接続された共通化配線ＣＬと、第２の共通電極
用給電配線に接続された共通化配線ＣＬとが交互に並んでいる。
【００８０】
　またさらに、１本の共通化配線ＣＬｍと第１の共通電極用給電配線ＣＢ１との間に介在
する第３のＴＦＴ素子Ｔｒのゲートは、その共通化配線ＣＬｍに接続されている対向電極
ＣＴを有する画素の第１のＴＦＴ素子Ｔｒのゲートと同じ走査信号線ＧＬｍに接続されて
いる。そのため、共通化配線ＣＬｍは、その共通化配線ＣＬｍに接続されている第３のＴ
ＦＴ素子Ｔｒ３がオンになっている期間、すなわち、１フレーム期間のうちの、走査信号
線ＧＬｍに加えられる走査信号がＨレベルになっている１ライン選択期間ＧＳＰｍだけ、
第１の共通電極用給電配線ＣＢ１に接続される。
【００８１】
　また、他の共通化配線ＣＬについても同様であり、その共通化配線ＣＬに接続されてい
る第３のＴＦＴ素子Ｔｒ３がオンになる１ライン選択期間だけ、第１の共通電極用給電配
線ＣＢ１または第２の共通電極用給電配線ＣＢ２に接続される。
【００８２】
　図５は、本実施例の液晶表示パネルの駆動方法の一例を示すタイミングチャート図であ
る。
【００８３】
　本実施例の液晶表示パネルは、たとえば、コモン反転を組み合わせたライン反転駆動で
駆動させ、かつ、各画素の極性は、１フレーム期間毎に反転させる。このとき、映像信号
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入力端子ＤＴ１，ＤＴ２、走査信号線ＧＬ１，ＧＬ２，ＧＬ３，ＧＬ４，ＧＬＭ、第１の
共通電極用給電配線ＣＢ１、および第２の共通電極用給電配線ＣＢ２のそれぞれに加える
信号は、たとえば、図５に示したようなタイミングで切替制御する。なお、これらの信号
の切替制御は、図２に示した例、すなわち従来の液晶表示パネルにおいて、コモン反転を
組み合わせたライン反転駆動で駆動させ、かつ、各画素の極性は、１フレーム期間毎に反
転させる場合と同じであるため、詳細な説明は省略する。
【００８４】
　このとき、第１の共通電極用給電配線ＣＢ１に加える電圧は、フレーム期間ＦＬＰｉに
おける電位が第２の電位Ｖｃ２であるとすると、フレーム期間ＦＬＰｉ＋１の開始時に、
第２の電位Ｖｃ２から第１の電位Ｖｃ１に切り替わる。またこのとき、第２の共通電極用
給電配線ＣＢ２に加える電圧は、フレーム期間ＦＬＰｉにおける電位が第１の電位Ｖｃ１
であり、たとえば、フレーム期間ＦＬＰｉ＋１が開始してから１ライン選択期間が経過し
たとき（ライン選択期間ＧＳＰ２の開始時）に、第１の電位Ｖｃ１から第２の電位Ｖｃ２
に切り替わる。
【００８５】
　しかしながら、本実施例の液晶表示パネルにおいて、第１の共通電極用給電配線ＣＢ１
に接続される共通化配線ＣＬｍは、それぞれ、第３のＴＦＴ素子Ｔｒ３を介して接続して
いる。そして、それぞれの第３のＴＦＴ素子Ｔｒ３は、ゲートが接続している走査信号線
ＧＬｍの走査信号がＨレベルになる１ライン選択期間ＧＳＰｍだけ、オンになる。そのた
め、フレーム期間ＦＬＰｉ＋１において、第１の共通電極用給電配線ＣＢ１に接続される
それぞれの共通化配線ＣＬｍの電位は、第３のＴＦＴ素子Ｔｒ３のゲートが接続している
走査信号線ＧＬｍの走査信号がＬレベルからＨレベルに変わるときに、第２の電圧Ｖｃ２
から第１の電圧Ｖｃ１に切り替わる。また、その次のフレーム期間ＦＬＰｉ＋２において
、第１の共通電極用給電配線ＣＢ１に接続されるそれぞれの共通化配線ＣＬｍの電位は、
第３のＴＦＴ素子Ｔｒ３のゲートが接続している走査信号線ＧＬｍの走査信号がＬレベル
からＨレベルに変わるときに、第１の電圧Ｖｃ１から第２の電圧Ｖｃ２に切り替わる。
【００８６】
　同様に、第２の共通電極用給電配線ＣＢ２に接続されるそれぞれの共通化配線ＣＬｍは
、第３のＴＦＴ素子Ｔｒ３のゲートが接続している走査信号線ＧＬｍの走査信号がＬレベ
ルからＨレベルに変わるときに、第１の電位Ｖｃ１から第２の電位Ｖｃ２に切り替わる。
また、その次のフレーム期間ＦＬＰｉ＋２において、第２の共通電極用給電配線ＣＢ２に
接続されるそれぞれの共通化配線ＣＬｍの電位は、第３のＴＦＴ素子Ｔｒ３のゲートが接
続している走査信号線ＧＬｍの走査信号がＬレベルからＨレベルに変わるときに、第２の
電圧Ｖｃ２から第１の電圧Ｖｃ１に切り替わる。
【００８７】
　すなわち、本実施例の液晶表示パネルにおけるそれぞれの共通化配線ＣＬｍの電位は、
１フレーム期間分の時間周期で、第１の電位Ｖｃ１から第２の電位Ｖｃ２、または第２の
電位Ｖｃ２から第１の電位Ｖｃ１に切り替わる。またこのとき、それぞれの共通化配線Ｃ
Ｌｍの電位は、当該共通化配線ＣＬｍに接続された対向電極ＣＴを有する画素の画素電極
ＰＸに階調電圧が書き込まれるタイミングで切り替わる。したがって、本実施例の液晶表
示パネルは、縦方向のシェーディングの発生を抑制でき、表示品位を向上させることがで
きる。
【００８８】
　また、本実施例の液晶表示パネルは、それぞれの共通化配線ＣＬｍが第１の共通電極用
給電配線ＣＢ１または第２の共通電極用給電配線ＣＢ２に接続している期間が１ライン選
択期間だけであり、１フレーム期間において１本の共通電極用給電配線との導通が確保さ
れているのは、常に１本の共通化配線ＣＬだけである。したがって、同時に電位を切り替
える対向電極ＣＴの数が、従来の液晶表示パネルに比べて非常に少なくなり、対向電極Ｃ
Ｔの電位を切り替えるときに生じる負荷容量が低減する。そのため、本実施例の液晶表示
パネルは、消費電力を低減させることができる。
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【００８９】
　図６（ａ）乃至図６（ｃ）、図７（ａ）および図７（ｂ）、図８（ａ）および図８（ｂ
）は、本実施例の液晶表示パネルにおける第１の基板の概略構成の一例を示す模式図であ
る。
  図６（ａ）は、本実施例の液晶表示パネルにおける第１の基板の画素の平面構成の一例
を示す模式平面図である。図６（ｂ）は、図６（ａ）のＡ－Ａ’線における断面構成の一
例を示す模式断面図である。図６（ｃ）は、図６（ａ）のＢ－Ｂ’線における断面構成の
一例を示す模式断面図である。
  図７（ａ）は、本実施例の液晶表示パネルにおける映像信号線選択回路の平面構成の一
例を示す模式平面図である。図７（ｂ）は、図７（ａ）のＣ－Ｃ’線における断面構成の
一例を示す模式断面図である。
  図８（ａ）は、本実施例の液晶表示パネルにおける対向電極選択回路の平面構成の一例
を示す模式平面図である。図８（ｂ）は、図８（ａ）のＤ－Ｄ’線における断面構成の一
例を示す模式断面図である。
【００９０】
　本実施例の液晶表示パネルは、原理的には、画素電極ＰＸと対向電極ＣＴが異なる基板
に配置されている縦電界駆動方式であっても、画素電極ＰＸと対向電極ＣＴが同じ基板（
第１の基板１）に配置されている横電界駆動方式であってもよい。しかしながら、対向電
極ＣＴを共通化させる共通化配線ＣＬと、第１の共通電極用給電配線ＣＢ１または第２の
共通電極用給電配線ＣＢ２との間に第３のＴＦＴ素子Ｔｒ３を介在させる点を考慮すると
、横電界駆動方式の液晶表示パネルであることが望ましい。
【００９１】
　横電界駆動方式の液晶表示パネルは、第１のＴＦＴ素子Ｔｒ１、画素電極ＰＸ、および
対向電極ＣＴが第１の基板１に設けられている。このとき、第１の基板１は、ガラス基板
などの絶縁基板の表面の上に、走査信号線ＧＬ、映像信号線ＤＬ、第１のＴＦＴ素子Ｔｒ
１などが積層配置されており、その構成は、たとえば、図６（ａ）乃至図６（ｃ）に示す
ような構成になっている。
【００９２】
　まず、絶縁基板１００の表面の上には、走査信号線ＧＬおよび走査信号線ＧＬを覆う第
１の絶縁層１０１が形成されている。また、第１の絶縁層１０１の上には、第１のＴＦＴ
素子Ｔｒ１の半導体層１０２、映像信号線ＤＬ（第１のＴＦＴ素子Ｔｒ１のドレイン電極
を含む）、および第１のＴＦＴ素子Ｔｒ１のソース電極１０３、ならびにそれらを覆う第
２の絶縁層１０４が形成されている。このとき、第１のＴＦＴ素子Ｔｒ１の半導体層１０
２は、たとえば、チャネルが形成される能動層、ドレン領域、およびソース領域を有し、
かつ、それらすべてがアモルファスシリコンなどの非晶質半導体で形成されている。なお
、第１のＴＦＴ素子Ｔｒ１の平面レイアウト、すなわち半導体層１０２の平面形状やソー
ス電極１０３および映像信号線ＤＬのドレイン電極部の平面形状が適宜変更可能であるこ
とはもちろんである。
【００９３】
　また、第２の絶縁層１０４の上には、走査信号線ＧＬの延在方向（ｘ方向）に沿って長
く延びる共通化された対向電極ＣＴおよび対向電極ＣＴを覆う第３の絶縁層１０５が形成
されている。なお、図６（ａ）および図６（ｃ）には、ｘ方向に並んだ複数個の画素にわ
たって延在する帯状の対向電極ＣＴを設け、それぞれの画素の画素電極ＣＴとそれらを共
通化する共通化配線ＣＬを一体化させた場合を例に挙げているが、これに限らず、画素毎
に独立した対向電極ＣＴを形成し、それらを共通化配線ＣＬで接続して共通化してもよい
ことはもちろんである。
【００９４】
　また、第３の絶縁層１０５の上には、複数のスリットを有する櫛歯状の画素電極ＰＸが
形成されている。このとき、画素電極ＰＸは、第２の絶縁層１０４および第３の絶縁層１
０５に形成されたコンタクトホールＣＨ１によりソース電極１０３に接続している。なお
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、画素電極ＰＸのスリットの数や方向が適宜変更可能であることはもちろんである。また
、図示は省略するが、第３の絶縁層１０５の上には、たとえば、画素電極ＰＸを覆う保護
膜または配向膜などが形成されている。
【００９５】
　このように、表示領域ＤＡに配置される第１のＴＦＴ素子Ｔｒが、絶縁基板１００の表
面上に、ゲート電極（走査信号線ＧＬ）、ゲート絶縁膜（第１の絶縁層１０１）、および
半導体層１０２の順に積層されたボトムゲート構造である場合、映像信号線選択回路３の
第２のＴＦＴ素子Ｔｒ２も、同様のボトムゲート構造にすることが望ましい。このとき、
映像信号線選択回路３の構成は、たとえば、図７（ａ）および図７（ｂ）に示すような構
成にする。
【００９６】
　絶縁基板１００の表面には、選択信号線ＤＳ１，ＤＳ２，ＤＳ３が形成されており、選
択信号線ＤＳ１，ＤＳ２，ＤＳ３は、第１の絶縁層１０１で覆われている。選択信号線Ｄ
Ｓ１，ＤＳ２，ＤＳ３は、たとえば、走査信号線ＧＬを形成する工程で同時に形成する。
【００９７】
　また、第１の絶縁層１０１の上には、第２のＴＦＴ素子Ｔｒ２の半導体層１０６、映像
信号線ＤＬ、および映像信号入力線ＤＴＬが形成されており、それらは第２の絶縁層１０
４で覆われている。第２のＴＦＴ素子Ｔｒ２は、第１のＴＦＴ素子Ｔｒ１に比べて高速で
動作をさせる必要がある。そのため、第２のＴＦＴ素子Ｔｒ２の半導体層１０６は、多結
晶シリコンなどの多結晶半導体、またはチャネル長方向に長く延びる帯状半導体結晶の集
合体で形成することが望ましい。このとき、第２のＴＦＴ素子Ｔｒ２の半導体層１０６は
、たとえば、チャネルが形成される能動層、ドレン領域、およびソース領域のすべてが多
結晶半導体で形成されていてもよいし、能動層の全部または一部のみが多結晶半導体で形
成されていてもよい。なお、第２のＴＦＴ素子Ｔｒ２の平面レイアウト、すなわち半導体
層１０６の平面形状や映像信号入力線ＤＴＬおよび映像信号線ＤＬの平面形状が適宜変更
可能であることはもちろんである。
【００９８】
　第１のＴＦＴ素子Ｔｒ１および第２のＴＦＴ素子Ｔｒ２がともにボトムゲート構造であ
る場合に、第１のＴＦＴ素子Ｔｒ１の半導体層１０２をアモルファスシリコンで形成し、
第２のＴＦＴ素子Ｔｒ２の半導体層１０６の一部または全部を多結晶シリコンで形成する
方法については、たとえば、特許文献１などに記載されているので、詳細な説明は省略す
る。
【００９９】
　また、このようなボトムゲート構造の第１のＴＦＴ素子Ｔｒ１および第２のＴＦＴ素子
Ｔｒ２を有する第１の基板１に対向電極選択回路６を設けるときには、対向電極選択回路
６の第３のＴＦＴ素子Ｔｒ３も、同様のボトムゲート構造にすることが望ましい。このと
き、対向電極選択回路６の構成は、たとえば、図８（ａ）および図８（ｂ）に示すような
構成にする。
【０１００】
　絶縁基板１００の表面には、当該対向電極選択回路６の形成領域を横切る走査信号線Ｇ
Ｌが形成されており、それぞれの走査信号線ＧＬの上には、第１の絶縁層１０１を介して
第３のＴＦＴ素子Ｔｒの半導体層１０７が積層されている。また、第１の絶縁層１０１の
上には、第１の共通電極用給電配線ＣＢ１、第２の共通電極用給電配線ＣＢ２、および第
３のＴＦＴ素子Ｔｒのドレイン電極１０８が形成されている。このとき、第１の共通電極
用給電配線ＣＢ１および第２の共通電極用給電配線ＣＢ２は、それぞれ、第３のＴＦＴ素
子Ｔｒ３のソース電極部を有する。
【０１０１】
　また、第１の絶縁層１０１の上には、第１の共通電極用給電配線ＣＢ１、第２の共通電
極用給電配線ＣＢ２、第３のＴＦＴ素子Ｔｒ３のドレイン電極１０８などを覆う第２の絶
縁層１０４が形成されており、第２の絶縁層１０４の上には、帯状の対向電極ＣＴが形成
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されている。このとき、それぞれの対向電極ＣＴは、第２の絶縁層１０４に形成されたコ
ンタクトホールＣＨ２によりドレイン電極１０８と接続している。
【０１０２】
　また、第２の絶縁層１０４の上には、帯状の対向電極ＣＴを覆う第３の絶縁層１０５が
形成されている。
【０１０３】
　またこのとき、第３のＴＦＴ素子Ｔｒ３は、オンになっている１ライン選択期間に、第
１の共通電極用給電配線ＣＢ１または第２の共通電極用給電配線ＣＢ２に加わっている電
圧を対向電極ＣＴ（共通化配線ＣＬ）に急速に加えなければならない。そのため、第３の
ＴＦＴ素子Ｔｒ３の半導体層１０７は、第２のＴＦＴ素子Ｔｒ２の半導体層１０６と同様
に、チャネルが形成される能動層、ドレン領域、およびソース領域のすべて、あるいは能
動層の全部または一部のみを多結晶半導体で形成することが望ましい。
【０１０４】
　このように、表示領域ＤＡにアモルファスシリコンで形成された半導体層１０２を有す
る第１のＴＦＴ素子Ｔｒ１が配置され、表示領域ＤＡの外側に多結晶シリコンで形成され
た半導体層１０６を有する第２のＴＦＴ素子Ｔｒ２が配置されている第１の基板１に、多
結晶シリコンで形成された半導体層１０７を有する第３のＴＦＴ素子Ｔｒ３を追加配置す
る場合、その製造手順は、第１のＴＦＴ素子Ｔｒ１および第２のＴＦＴ素子Ｔｒ２のみを
有する従来の第１の基板１の製造手順と同じでよい。そのため、本実施例の液晶表示パネ
ルは、製造コストの上昇も抑えることができる。
【０１０５】
　以上説明したように、本実施例の液晶表示装置（液晶表示パネル）によれば、表示品位
を向上させることができる。また、本実施例の液晶表示装置によれば、消費電力を低減さ
せることができる。また、本実施例の液晶表示装置によれば、製造コストの上昇を抑える
こともできる。
【０１０６】
　またさらに、本実施例の液晶表示装置によれば、第３のＴＦＴ素子Ｔｒ３によりそれぞ
れの共通化配線ＣＬ（共通化された対向電極ＣＴ）の電位の切り替えを行うので、表示領
域ＤＡの外側に配置する共通電極用給電配線の本数の増加を抑えることができ、かつ、対
向電極選択回路６の回路規模（専有面積）も小さく抑えることができる。そのため、液晶
表示装置の狭額縁化が可能になる。
【０１０７】
　以上、本発明を、前記実施例に基づき具体的に説明したが、本発明は、前記実施例に限
定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において、種々変更可能であることは
もちろんである。
【０１０８】
　たとえば、第１の基板１に設ける共通電極用給電配線ＣＢ１，ＣＢ２の数や対向電極選
択回路６の数、およびそれらの配置位置は、図４（ａ）に示した例に限らず、適宜変更可
能であることはもちろんである。
【０１０９】
　また、前記実施例では、コモン反転を組み合わせたライン反転駆動で液晶表示パネルを
駆動させる場合を例に挙げているが、本発明は、これに限らず、たとえば、１フレーム期
間におけるすべての画素の極性が同じ極性になるフレーム反転駆動にコモン反転を組み合
わせて駆動させる液晶表示パネルにも適用可能であることはもちろんである。
【０１１０】
　また、前記実施例では、第１のＴＦＴ素子Ｔｒ１の半導体層１０２をアモルファスシリ
コンで形成している場合を例に挙げたが、これに限らず、第１のＴＦＴ素子Ｔｒ１の半導
体層１０２の全部、あるいは能動層の全部または一部が多結晶シリコンで形成されていて
もよいことはもちろんである。この場合、第１のＴＦＴ素子Ｔｒ１、第２のＴＦＴ素子Ｔ
ｒ２、および第３のＴＦＴ素子Ｔｒ３は、前記実施例で説明したボトムゲート構造に限ら
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ず、絶縁基板の表面上に、半導体層、ゲート絶縁膜（第１の絶縁層１０１）、ゲート電極
（走査信号線ＧＬ）の順に積層されたトップゲート構造であってもよいことはもちろんで
ある。
【０１１１】
　また、前記実施例では、第１の基板１の表示領域ＤＡの外側に、半導体層の全部または
一部が多結晶シリコンでなる第２のＴＦＴ素子Ｔｒ２を有する映像信号線選択回路３が設
けられている場合を例に挙げている。しかしながら、表示領域ＤＡの外側に設ける、第２
のＴＦＴ素子Ｔｒ２を有する回路は、映像信号線選択回路３に限らず、たとえば、映像信
号線ＤＬに加える映像信号（階調電圧）を生成する回路や、走査信号線ＧＬに加える走査
信号を生成する回路であってもよいことはもちろんである。
【図面の簡単な説明】
【０１１２】
【図１（ａ）】従来の液晶表示装置における液晶表示パネルの概略構成の一例を示す模式
平面図である。
【図１（ｂ）】液晶表示パネルにおける１つの画素の回路構成の一例を示す模式回路図で
ある。
【図１（ｃ）】液晶表示パネルにおける１つの画素の回路構成を別の形式で示す模式回路
図である。
【図１（ｄ）】図１（ａ）に示した液晶表示パネルにおける表示領域および映像信号線選
択回路の回路構成の一例を示す模式回路図である。
【図２】図１（ｄ）に示した構成の液晶表示パネルの駆動方法の一例を示すタイミングチ
ャート図である。
【図３（ａ）】図１（ｄ）に示した構成の液晶表示パネルをライン反転駆動させる場合の
画素の極性を示す模式回路図である。
【図３（ｂ）】図１（ｄ）に示した構成の液晶表示パネルをライン反転駆動させる場合の
各信号の入力タイミングおよび切替タイミングの一例を示すタイミングチャート図である
。
【図４（ａ）】本実施例の液晶表示装置における液晶表示パネルの概略構成の一例を示す
模式平面図である。
【図４（ｂ）】図４（ａ）に示した液晶表示パネルにおける対向電極選択回路の回路構成
の一例を示す模式回路図である。
【図５】本実施例の液晶表示パネルの駆動方法の一例を示すタイミングチャート図である
。
【図６（ａ）】本実施例の液晶表示パネルにおける第１の基板の画素の平面構成の一例を
示す模式平面図である。
【図６（ｂ）】図６（ａ）のＡ－Ａ’線における断面構成の一例を示す模式断面図である
。
【図６（ｃ）】図６（ａ）のＢ－Ｂ’線における断面構成の一例を示す模式断面図である
。
【図７（ａ）】本実施例の液晶表示パネルにおける映像信号線選択回路の平面構成の一例
を示す模式平面図である。
【図７（ｂ）】図７（ａ）のＣ－Ｃ’線における断面構成の一例を示す模式断面図である
。
【図８（ａ）】本実施例の液晶表示パネルにおける対向電極選択回路の平面構成の一例を
示す模式平面図である。
【図８（ｂ）】図８（ａ）のＤ－Ｄ’線における断面構成の一例を示す模式断面図である
。
【符号の説明】
【０１１３】
　１…第１の基板
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　１００…絶縁基板
　１０１…第１の絶縁層
　１０２，１０６，１０７…半導体層
　１０３…ソース電極
　１０４…第２の絶縁層
　１０５…第３の絶縁層
　１０８…ドレイン電極
　２…第２の基板
　３…映像信号線選択回路
　４…駆動信号入力線
　５…ＩＣチップ
　６…対向電極選択回路
　ＧＬ，ＧＬ１，ＧＬ２，ＧＬ３，ＧＬ４，ＧＬｍ－１，ＧＬｍ，ＧＬｍ＋１，ＧＬｍ＋

２…走査信号線
　ＤＬ，ＤＬ１，ＤＬ２，ＤＬ３，ＤＬ４，ＤＬ５，ＤＬ６，ＤＬ７，ＤＬ３Ｎ－１，Ｄ
Ｌ３Ｎ，ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１…映像信号線
　ＤＴＬ…映像信号入力線
　ＤＴ１，ＤＴ２，ＤＴＮ…映像信号入力端子
　ＰＸ…画素電極
　ＣＴ…対向電極
　ＣＬ，ＣＬｍ…共通化配線
　ＣＢ１…第１の共通電極用給電配線
　ＣＢ２…第２の共通電極用給電配線
　ＤＳ１，ＤＳ２，ＤＳ３…選択信号線
　Ｔｒ１…第１のＴＦＴ素子
　Ｔｒ２…第２のＴＦＴ素子
　Ｔｒ３…第３のＴＦＴ素子
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要解决的问题：提高液晶显示器的显示质量。 ŽSOLUTION：在显示器
中，第一电路，其中第一TFT元件，连接到第一TFT元件的源极或漏极的
第一电极和每个形成每个第一电极的对应物的第二电极分别以第一方向
的矩阵形状设置，并且第二方向设置在第一区域中，并且具有多个第二
TFT元件的第二电路设置在位于第一区域外侧的第二区域中。以矩阵形
状设置的多个第二电极与沿第一方向布置的每个第二电极共用，并且共
用的每个第二电极连接到用于公共电极的多个供电配线中的任何一个。
第三TFT元件设置在第三区域中，该第三区域位于第一区域的外侧并且
位于绝缘基板的表面的第二区域的外侧。 Ž
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